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1．はじめに 
観光行動を分析する有効な方法の一つに，GPS

ロガーによる移動動向の調査がある．そこで観測

された一定時間ごとの測位データは，カーネル密

度推定によって，地図上に密度の大小として表現

される[1][2]．しかし，その後の活用方法の議論は，

充分になされたとは言えない． 

本稿では，有効な活用案として以下の三つを提

案する：ⅰ)人数は少ないが滞留時間が長い「穴場

ルート」を，リピーター用として導出する機能，

ⅱ)月/季節/天候/旅行者構成等，条件を組み合わせ

行動分析できる機能，ⅲ)多くの人が通る頻出ルー

トを表示する機能，である．提案手法の有効性は，

評価実験を通じて示される． 

2．先行研究 
文献[1]では，GPSで得た観光行動データ(以下，

「GPS ログ」)の分析手法として，経過時間に着

目した GIS を用いたカーネル密度推定が行われ

ている．分析結果より，人気観光スポット以外の

場所でも滞留が起きていることが確認されたが，

その場所についての分析は，充分とは言えない． 

文献[2]では，GIS を用いて GPS ログデータか

ら速度データを算出し，3次元可視化することで，

滞留場所や時間帯などの情報を抽出する分析手

法が提案されている．しかし，天候や時期による

観光客の行動の変化を分析していないため，実用

面で充分とは言えない． 

また，従来研究はいずれも，観光者や観光事業

者を支援するシステムとして，分析結果を充分に

活かせているとは言えない． 

3．提案手法 

3.1 頻出ルートと穴場ルートの導出 
カーネル密度推定から得られた結果より，密度

が相対的に高いスポットは滞留が起きている可

能性が少なくない．GPSログが観光者から得られ

ることを考えれば，滞留が多めのスポット(以下，

「頻出スポット」)間を結ぶルートは，頻出ルート

になりやすい．そこで本稿では頻出スポット間を

結ぶルートを頻出ルートとみなすことにする． 

また一般に，景色を見物する等の観光者の歩行 
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速度は，通勤や通学等での通常の人間よりも，遅

くなることが知られている．そこで本稿では，頻

出スポットほどではないが滞留が起きており，歩

行速度が遅くなっているスポット(以下，「穴場ス

ポット」)を通るルートを穴場ルートとみなす． 

3.2 月/季節/曜日等の条件指定による分析 
GPSログの離散データを日付単位で分け，ユー

ザの希望条件に基づいて検索して活用する仕組

みを構築する．先行研究では，得られた GPS ロ

グを包括的に分析するのが支配的である．本稿で

は図 1 のように，指定した条件に見合う GPS ロ

グのみを検索し，QGIS[3]を用いてカーネル密度

推定を行う．そして，得られた密度データを指定

した観光条件に沿って表示する． 

 

 
図 1 本稿でのカーネル密度推定の活用方式． 

 

4．試作システム 
密度データは，5段階の色レベル(赤・橙・黄・

緑・青)で表現しており，赤くなるほど密度が高く

表現されている．そこで，赤で表示されているス

ポットを頻出スポット，橙や黄で表示されている

スポットを穴場スポットとみなす． 

今回は，新潟県新潟市，山口県萩市，島根県松

江市を具体例として，試作システムを開発した．

以下は，システムの主な操作手順である． 

Step1：ユーザは，観光地を選択する．観光地は駅

名や地区名などから選ぶ． 

Step2：月や季節，曜日，時間帯等，観光条件を指

定する． 

Step3：頻出ルート，穴場ルート中から，表示した

い分析結果を選択する． 

Step4：指定した条件で頻出ルート(図 2)，穴場ル

ート(図 3)等が表示される． 

5．評価実験 
以下の三つのシステムを相対評価する． 

●システムⅠ 提案システム 
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●システムⅡ 提案システムより，頻出ルート

または穴場ルートと，条件選択機能を除いた

システム 

 ●システムⅢ CT-Planner Ver5.9[5] 

 

 
図 2 指定した条件での頻出ルート表示画面． 

 

 
図 3 指定した条件での穴場ルート表示画面． 

 

5.1 方法 
多人数の GPS ログデータを取得することは現

実的に困難なため，実データに近づけた仮のデー

タを作成する．各県発表の月別観光者入込数を，

バスの本数を参考にして時間毎(朝・昼・夕・夜)と

曜日毎(平日・休日)に振り分ける．上記のデータか

らカシミール 3D[4]を用いて，GPS ログデータを

作成する． 

新潟駅，東萩駅，松江駅を日帰りで旅行するこ

とを想定し，4 択の選択肢から回答する以下の 3

つの課題を依頼する． 

 ●課題 1．頻出ルートとして該当するルートを

選択する 

●課題 2．穴場ルートとして該当するルートを

選択する 

●課題 3．滞留が起きているスポット(頻出スポ

ット)を選択する 

また三つの課題終了後，被験者に以下二項目の

五段階定性的評価を依頼する． 

 ●評価 1．課題達成のための各システムの使い

やすさの評価 

 ●評価 2．旅行計画にどの程度参考になるかの

評価 

5.2 結果 
課題は提案システムでの相対的多少を正解と

仮定した(表 1)． 

課題 1 から課題 3 のすべてで，システムⅠ(提

案システム)が最も有効との結果が得られた． 

定性的評価は，紙幅の都合により詳細なデータ

は省くが，システムⅠが最良との結果が得られた． 

 

表 1 課題ごとの平均正解率． 

システム/課題 1 2 3 

Ⅰ 60.0% 100.0% 97.1% 

Ⅱ 20.0% 80.0% -12.5% 

Ⅲ 50.0% 40.0% 16.6% 

 

6．結論と今後の展望 
本稿では，カーネル密度推定のデータ導出後の

活用システムを提案した．評価実験の結果，提案

システムは有効との結果が得られた．今後の展望

として、ⅰ)被験者人数やデータ量の拡充，ⅱ)シス

テムのユーザビリティの向上，等が挙げられる． 
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